
 

平成２９年度 第２回 匝瑳市社会教育委員会議 

会 議 録 

 

○日  時   平成３０年２月２６日(月)１４：３０～１５：３０ 

○場  所   野栄福祉センター 娯楽室 

○出席委員   押尾悦子議長、石川浩之副議長、南波隆委員、礒部範夫委員、 

        依知川雅一委員、石和田秀雄委員、椎名和江委員、勝股美佐子委員、

滑川博也委員（９名） 

○事 務 局   二村好美教育長、日下部真一生涯学習課長、増田清巳公民館長、 

増田善一図書館長、生涯学習班宇井信一主査(統括)、 

スポーツ振興班加瀬文俊主査(統括)、生涯学習班熱田誠寛主査 

 

1. 開  会   宇井主査(統括)が進行 

 

2. あいさつ   押尾議長、二村教育長 

 

3. 議  事   押尾議長が進行 

    (１)平成２９年度匝瑳市生涯学習事業の実施状況について 

      平成２９年度に実施した生涯学習事業(１月末実績)の事業概要について説明。 

      まず、生涯学習課関連事業について熱田主査、加瀬主査(統括)が説明。 

      次に公民館関連事業について増田館長、図書館関連事業について増田館長か

ら説明。 

    (２)平成３０年度匝瑳市社会教育の基本方針(案)について 

      匝瑳市社会教育の基本方針(案)について熱田主査から説明。 

 

   4．そ の 他 

     連絡事項として（１）全国社教連会報及びちば社教連会報の配布について、（２）

次回社会教育委員会議についての２点を連絡した。 

 

   5．閉  会 

 

     詳細は別添会議資料による。 

 

 

【協議内容】 

  議事（１） 

   Ａ委員：事業の概要について、生涯学習室・公民館・図書館は１月末実績で記載さ

れているのに対して、スポーツ健康推進事業の内容が３月まで含まれてい



 

るので事業概要資料として統一したほうが良いのではないか。 

   事務局：資料内容について統一するよう次回から修正する。 

   Ａ委員：家庭教育力活性化支援事業について、子育て講座が就学前１０回予定され

ているが、実施時期と講座内容を詳しく説明願いたい。 

   事務局：市内各小学校１０カ所で就学時健康診断の際に子育て講座を保護者向けに

実施している。講座内容については、基本的な生活習慣ときまり・小学校

教育の特徴・早寝早起き朝ごはん・家庭でできる事などの入学準備に係る

内容で保護者を対象とした講座である。 

   Ａ委員：生涯スポーツ・レクリエーションの推進③大会の開催等について、第６１

回千葉県東部五市体育大会の匝瑳市選手団は３５１名、第６７回千葉県民

体育大会の匝瑳市派遣人数は２１６名、第１２回匝瑳市民体育大会の参加

選手数は２７９３名ではないか。また、旭市開催の東部五市大会及び千葉

県民体育大会については選手・役員派遣ではないか。 

   事務局：内容を確認のうえ訂正させていただきたい。 

   Ａ委員：スポーツ健康推進事業について、散歩のまちふれあい散歩の事業内容は文

化財を活用したものへ検討したらどうか。 

   事務局：産業振興課と連携して実施している事業のため今後検討したい。 

       また、飯高檀林コンサート・新緑祭についても文化財活用の事業で産業振

興課と連携して開催しているので申し添える。 

   Ｂ委員：市少年少女綱引き大会・教育長杯タグラグビー大会が参加チーム少数のた

め中止となっている。少子化の影響もあるのだと推測するが、近年の参加

状況と将来的な見通しを説明いただきたい。 

   事務局：市少年少女綱引き大会については、各小学校を通じて参加募集をしたとこ

ろであるが、海匝大会への出場チーム選抜数にも満たなかったため中止と

なった。時期的に感染性胃腸炎やインフルエンザ等の影響もあり極めて少

なかったと認識している。 

       タグラグビー大会については、他行事と重複したため児童参加数が少なか

った事によるものである。今後日程調整が必要であると認識している。 

   Ｂ委員：市近隣中学校招待ソフトボール大会への市内中学校の参加状況を伺う。 

   事務局：匝瑳市立八日市場第二中学校ソフトボール部の１チームである。 

   Ｂ委員：文化財保護活用事業について、県内では高齢化に伴う後継者不足により民

俗芸能等保存団体の存続維持が不可能となり指定を取り消しとなるケース

もあるが、市内の関係団体の指定解除の問題はあるのか。 

   事務局：現在のところ、国県市指定文化財を含めて指定解除の懸案事項はない。 

   Ｂ委員：公民館講座について、アンケートの実施と活用方法について伺う。 

       また、主催事業とサークルの違いについて説明願いたい。 

   事務局：主催講座の最終にアンケートを実施して、事業評価や希望事項をいただい

ている。この内容については公民館運営審議会にお諮りして主催事業の見

直しや新規講座開設の検討材料として活用している。 



 

       また、主催事業とサークルの違いについては、公民館が主体となり講座開

設しているのが主催事業、主催事業の終了後に会員主体の自主活動を行っ

ているのがサークルである。 

  議事（２） 

   Ａ委員：パークゴルフ場の整備について、整備場所は吉崎浜野外活動施設の敷地と

認識しているが、管理施設の整備予定について伺う。 

   事務局：整備場所については吉崎浜野外活動施設であり、既存の管理施設を残し、

古くなった部分を修繕するとともに、コース整備や駐車場の再整備を予定

している。 

   Ａ委員：スポーツ・レクリエーション施設の活用・整備にドーム及びアリーナ施設

の充実とあるが、具体的な内容について伺う。 

   事務局：ドーム・アリーナにおいては耐震工事・ＬＥＤ照明化など施設整備の実施

を行ってきたところであるが、引き続き老朽化に伴う修繕を行い利用者が

使いやすい環境整備を進めていく予定である。 

       また、ドームでは大雨の際に雨漏りをすることがあるので、通常利用や大

会運営等に支障がないように今後対応したいと考えている。 

   Ａ委員：来年度は匝瑳市が千葉県東部五市体育大会の会場市となっている。基本方

針(案)には記載されていないが、市としての協力体制について伺う。 

   事務局：千葉県東部五市で行われる大きな体育大会でもあるので、市としても市体

育協会と協力体制を整えていかなければならないと考えている。次年度の

市社会教育の基本方針(案)にも追記したい。 

 


